
律
令
時
代
に
b
け
る
郡
家
の
歴
史
地
理
学
的
研
究

|
|
遺
肢
の
探
究
と
復
原
の
試
み
|
|

足

利

健

亮

.:' 

-
、
は

じ

め

近
年
、
い
わ
ゆ
る
律
令
制
的
な
地
方
都
市
と
し
て
の
国
府
の
研
究
が
、
先
学
の
精
力
的
な
諸
業
績
に
よ
っ
て
益
々
拡
延
さ
れ
深
め
ら
れ

つ
つ
あ
り
、
歴
史
地
理
学
に
お
け
る
主
要
な
研
究
テ
1
マ
の
一
と
し
て
自
他
共
に
許
す
地
位
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
現
状
は
、
今
更
云
々

①
 

す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
ひ
る
が
え
っ
て
郡
家
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
は
、
考
古
学
的
な
発
掘
調
査
を
含
め
て
、
極

@

@

 

め
て
価
値
の
高
い
業
績
が
散
見
す
る
と
は
い
え
、
律
令
時
代
に
凡
そ
六

O
Oを
数
え
た
郡
家
の
絶
対
数
に
比
較
す
る
と
き
、
数
の
上
で
は

あ
ま
り
に
乏
し
い
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
地
方
史
誌
類
の
中
で
も
比
較
的
く
わ
し
く
遺
存
景
観
に
触
れ
た
も
の
が
若
干
は
見
ら
れ

る
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
の
多
く
は
詳
細
な
地
図
の
提
示
を
欠
き
具
体
性
に
乏
し
い
。
わ
り
あ
い
網
羅
的
に
郡
家
に
触
れ
て
い
る
大
日
本
地

名
辞
書
も
、
結
局
は
郡
字
使
用
地
名
と
郡
家
と
を
表
面
的
に
結
び
つ
け
た
だ
け
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
要
す
る
に
我
々
が
共
通
の
財
産
と

し
て
所
有
す
る
個
別
郡
家
に
関
す
る
知
見
は
、
極
め
て
少
数
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
我
々
は
当
面
、
可
能
な
限
り
多
く
の
郡
家
の
個
別
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調
査
結
果
を
累
積
す
る
こ
と
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
。
か
か
る
芳
え
か
ら
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
コ
オ
リ
地
名
を
郡

家
と
結
び
つ
け
る
と
と
の
可
能
性
を
述
べ
、
次
い
で
小
地
名
・
地
籍
図
・
古
地
図
・
残
存
景
観
・
文
献
・
姓
名
等
の
諸
資
料
に
よ
る
多
国
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的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
具
体
的
方
、
法
を
模
索
し
つ
つ
、
か
か
る
コ
オ
リ
地
名
地
点
五
カ
所
に
お
け
る
筆
者
の
調
査
結
果
を
報
告
し
、
最
後
に

郡
家
面
積
及
び
郡
家
に
加
え
ら
れ
た
方
格
的
規
制
の
問
題
に
つ
い
て
の
今
後
の
研
究
の
見
通
し
に
触
れ
た
い
と
思
う
。
あ
ら
か
じ
め
詩
先

学
の
御
叱
正
と
御
示
教
と
を
切
望
し
て
お
き
た
い
。

ニ
、
コ
オ
リ
地
名
に
つ
い
て

郡
家
祉
の
細
部
に
つ
い
て
の
研
究
に
着
手
す
る
為
の
最
も
手
近
な
手
が
か
り
の
一
つ
は
、
コ
オ
リ
地
名
で
あ
る
。
郡
家
が
律
令
時
代
に

コ
オ
リ
ノ
ミ
ヤ
ケ
あ
る
い
は
グ
ウ
ケ
と
訓
ま
れ
て
い
た
事
実
は
、
と
こ
に
改
め
て
『
日
本
書
紀
』

-
『
和
名
抄
』
等
を
引
く
ま
で
も
な
く

周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
「
郡
」

一
字
、
従
っ
て
コ
オ
リ
と
の
み
称
し
て
郡
家
を
表
現
し
て
い
た
場
合
も
あ
る
と
考
え
得

る
史
料
が
存
在
す
る
。
即
ち
、

@
 

備
後
国
葦
田
郡
甲
努
村
。
相
去
郡
家
。
山
谷
阻
遺
。
百
姓
往
還
。
煩
費
太
多
。
初
割
品
遅
郡
三
塁
。
隷
葦
田
郡
。
建
郡
於
甲
努
村
。

(
傍
点
筆
者
。
以
下
同
様
。
)

及
ひ

@
 

於
雄
勝
村
建
郡
居
民
需
。

の
こ
史
料
に
お
け
る
「
郡
」
の
用
例
は
、
次
の

陸
奥
蝦
夷
第
三
等
巴
等
志
別
君
字
蘇
弥
奈
等
言
。
:
:
:
請
於
香
河
村
。
造
建
郡

poi---文
蝦
夷
須
賀
君
古
麻
比
留
等
言
。
:
:
:
請
於

、
@

問
村
1

便
建
郡
家
。

及
ひ



①
 

E

陸
奥
国
云
。
部
下
回
夷
村
蝦
夷
等
。
:
:
:
請
建
郡
家
子
回
夷
村
。

な
ど
の
史
料
に
お
け
る
「
郡
家
」
の
用
例
と
全
く
同
じ
も
の
で
あ
り
、
更
に
、

③
 

置
陸
奥
国
栗
原
郡
。
本
是
伊
治
城
也
。

の
「
郡
」
も
、
郡
家
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
今
日
、

コ
オ
リ
、
グ
ウ
ケ
等
の
地
名
1
l
l
こ
れ
ら

を
一
括
し
て
コ
オ
リ
地
名
と
称
す
る
こ
と
を
約
束
し
て
お
き
た
い
ー
ー
が
郡
家
祉
に
関
連
を
有
す
る
と
考
え
る
こ
と
は
、
地
名
学
上
殆
ん

@
 

ど
疑
念
が
は
さ
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
、
郡
(
コ
オ
リ
〉

-
上
郡
・
中
郡
・
下
郡
・
古
郡
-
A
7
郡
・
郡
山
・
郡
元
・
郡
家
(
グ
ン
グ
又
は
グ
ウ
ケ
)

律令時代における郡家の歴史地理学的研究

-
郡
府
(
グ
ン

ヅ
)
の
一

0
種
類
の
郡
字
を
使
用
し
て
コ
オ
リ
又
は
グ
ン
音
を
有
す
る
諸
地
名
と
、
他
に
異
字
使
用
の
も
の
で
コ
オ
リ
地
名
の
範
障
に
合

め
る
と
と
の
可
能
な
地
名
若
干
と
を
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
ま
と
め
て
表
示
し
て
み
た
。
遺
漏
が
あ
る
か
と
思
う
が
、
郡
字
使
用
大
字
で
上
に

列
記
し
た
一

0
種
類
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
ほ
ほ
完
全
な
リ
ス
ト
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
表
示
し
た
数
だ
け
で
既
に
拾
芥
抄
に
み
え
る
六

O
五
郡
の
一
割
余
に
達
す
る
の
で
あ
る
が
、
も
と
よ
り
と
れ
ら
が
一
例
漏
ら
さ
ず
古
代
郡
家
関
連
地
名
で
あ
る
と
、
に
わ
か
に
断
ず
る
こ

と
は
厳
に
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

⑬
 

例
え
ば
、
表
示
す
る
と
と
は
避
け
た
が
、
郡
字
を
使
用
し
て
い
て
も
西
郡
を
称
す
る
地
名
は
、
錦
織
(
錦
部

)
1錦
郡
|
西
郡
の
変
化

に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
し
、
鳥
取
県
に
数
例
み
ら
れ
る
郡
家
(
コ
オ
ゲ
)
が
、
長
い
間
グ
ン
ケ
地
名
と
同
一
の
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
た
に
か
か
わ
ら
ザ
、
実
は
中
園
地
方
に
広
く
分
布
す
る
「
高
下
」
又
は
「
芝
(
コ
オ
ゲ
)
」
に
通
ず
る
地
名
で
あ
る
こ
と
が
、
柳
田

国
男
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
た
如
き
例
も
あ
る
の
で
、
上
掲
の
諸
地
名
に
対
す
る
地
名
学
的
な
検
討
は
、
な
お
根
気
よ
く
継
続
さ
れ
ね
ば
な
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ら
な
い
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
一
般
論
と
し
て
は
、
表
示
し
た
諸
種
類
の
地
名
が
、

い
ず
れ
も
郡
(
コ
オ



108 

リ
)
文
は
郡
家
(
グ
シ
ケ
)
な
る
原
形
に
還
元
す
る
と
と
が
出
来
る
と
説
明
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
次
章
以
下
に
述
べ
る
事
例
に
則

し、 し
た
考
察
と
栢
侠
っ
て
考
え
る
と
き
、
上
の
詩
例
の
多
く
が
郡
家
に
深
い
つ
な
が
り
を
有
す
る
、
も
の
で
あ
る
と
と
を
疑
う
と
と
は
で
き
な

そ
と
で
次
一
に
上
の
諸
種
類
の
コ
オ
リ
地
名
が
、
い
ず
れ
も
郡
文
は
郡
家
な
る
原
形
か
ら
出
た
も
の
で
あ
る
と
と
を
概
略
説
明
し
て
お
き

た
い
。
即
ち
、

秋田県雄勝郡
羽後町郡山

郡
山
地
名
は
或
る
事
例
で
は
郡
地
名
と
重
な
る
か
又
は
隣
接
し
て
存
在
す
る
。
例
え

i
 

d
E
A
 

(
 

ぽ
、
大
阪
府
茨
木
市
の
郡
及
び
郡
山
は
相
隣
る
大
字
で
あ
り
、
秋
田
県
雄
勝
郡
羽
後
町
郡
山

は
、
第
1
図
に
示
し
た
如
く
、
上
郡
・
下
郡
な
る
集
落
名
を
兼
ね
た
両
小
字
名
の
総
称
と
し

第1図

努
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
。

(2) 

上
・
中
・
下
の
語
を
補
っ
た
郡
地
名
は
、
そ
の
多
く
の
も
の
が
上
・
下
の
対
に
な
っ

一
般
に
分
村
の
結
果
成
立
し
た
地
名
で
あ
る
と
考
え
る
と

と
が
で
き
る
。
大
字
の
例
に
つ
い
て
は
前
掲
の
表
に
よ
っ
て
判
然
と
す
る
が
、
他
に
、
奈
良
県
宇
陀
郡
寛
田
野
町
佐
倉
に
小
字
郡
・
上
郡

た
地
名
か
ら
な
る
も
の
で
あ
り
、

-
下
郡
が
あ
り
、
こ
れ
は
地
籍
の
分
割
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
ま
た
大
阪
府
寝
尾
川
市

⑫
 

郡
は
明
寛
文
五
年
郡
北
村
を
分
ち
、
享
保
四
年
郡
中
村
を
分
っ
て
三
カ
村
と
な
っ
た
が
、
明
治
元
年
復
旧
合
併
」
し
た
も
の
で
あ
る
と
い

ぃ
、
中
郡
な
る
地
名
の
成
立
契
機
の
一
例
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

郡
元
に
つ
い
て
は
、
永
一
本
四
年
三

O
四
九
)
の
紀
伊
国
某
郡
収
納
米
進
未
勘
九
に

η

。
コ
オ
リ
モ
ト
な
る
用
例
の
存
在
し
た
と
と
が
確
認
さ
れ
る
。
一

「
郡
許
院
収
納
所
」

な
る
記
載
が
み
ら
れ
、



(4) 

古
都
は
恐
ら
く
今
郡
と
対
に
な
る
用
語
で
あ
る
。
今
郡
に
つ
い
て
の
積
極
的
な
文
献
史
料
は
こ
こ
に
提
示
し
得
な
い
が
、
古
郡
に

@
 

つ
い
て
い
え
ば
、
例
え
ば
三
重
県
上
野
市
古
郡
は
著
名
な
『
藤
原
実
遠
所
領
回
畠
目
録
』
中
に
既
に
古
郡
と
し
て
見
え
、
手
甲
の
乱
当
時

の
郡
家
に
淵
っ
て
考
え
て
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
又
『
和
名
抄
』
に
み
え
る
甲
斐
園
都
留
郡
古
郡
郷
は
、
金
沢
圧
三
郎
が
、
郡
家
移

@
 

転
の
結
果
の
名
称
で
あ
る
と
述
べ
る
際
の
例
に
引
い
て
い
る
。
最
も
華
や
か
な
事
実
は
、
茨
城
県
真
壁
郡
協
和
村
古
郡
地
籍
内
に
、
高
井

@
 

悌
三
郎
が
推
定
古
郡
家
陛
を
発
掘
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
旧
新
治
郡
家
陛
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
新
治
郡
家
は
弘
仁

@
 

八
年
(
八
一
七
)
に
火
災
を
蒙
っ
た
記
録
が
あ
り
、
発
掘
調
査
の
結
果
も
火
災
記
録
に
符
合
す
る
も
の
が
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
れ
以
後
再
び

律令時代における郡家の歴史地理学的研究

経
営
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
と
い
う
。
文
字
通
り
古
郡
家
と
佑
し
た
の
で
あ
る
。

(5) 

郡
府
地
名
は
一
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
国
史
上
、

⑬
 

宝
亀
十
一
年
雄
勝
平
鹿
二
郡
百
姓
。
為
賊
所
略
。
各
失
本
業
。
彫
弊
殊
甚
。
更
建
郡
府
。
招
集
散
民
。
臨
給
ロ
因
。
未
得
休
息
。
(
傍
点
筆
者
〉

な
る
記
録
が
あ
り
、
郡
家
を
郡
府
と
も
称
し
た
こ
と
が
考
え
得
る
の
で
あ
る
。

(6) 

桑
折
地
名
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
志
田
郡
三
本
木
町
桑
折
の
古
城
が
、
中
世
末
・
近
世
初
に
は
郡
城
で
あ
っ
た
ゆ
い
い
、
愛
知
県
江

⑮
 

南
市
古
折
ま
た
、
そ
の
集
落
内
の
社
会
組
織
の
一
つ
の
名
称
と
し
て
東
郡
組
な
る
も
の
を
内
包
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

象
と
で
も
云
う
べ
き
傾
向
は
み
ら
れ
る
が
、

次
に
分
布
の
大
要
に
つ
い
て
み
る
と
、
東
北
地
方
に
郡
山
・
桑
折
、
関
東
に
久
下
、
九
州
に
郡
元
と
、
若
干
の
地
域
的
な
地
名
流
行
現

コ
オ
リ
地
名
全
体
を
通
覧
す
る
と
、
極
め
て
普
遍
的
に
分
布
し
、
旧
来
の
郡
域
に
二
例
以

上
、
前
表
の
如
き
コ
オ
リ
地
名
が
存
す
る
場
合
は
殆
ん
ど
皆
無
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
例
え
ば
、
福
井
県
旧
大
野
郡
に
当
る
勝
山
市
域
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に
二
つ
の
郡
地
名
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
の
一
は
、
他
の
一
で
あ
る
旧
村
岡
村
郡
集
落
の
住
民
が
勝
山
城
下
に
移
住
し
て
成
立
し
た

町
名
で
あ
る
か
ら
、
元
来
一
つ
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
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A

大
字
郡
(
コ
オ
リ
)

1

鹿
児
島
県
日
置
郡
伊
集
院
町
郡

2

グ

川

辺

郡

知

覧

町

郡

3
H
'

揖
宿
郡
頴
娃
町
郡

4

愛
媛
県
北
宇
和
郡
宇
和
海
村
郡
(
戸
島
)

5

徳
島
県
板
野
郡
土
成
町
郡

6

山
口
県
厚
狭
郡
山
陽
町
郡

7

岡
山
県
岡
山
市
郡

8

島
根
県
仁
多
郡
仁
多
町
郡

9
H
H

隠
地
郡
五
箇
村
郡

叩
大
阪
府
茨
木
市
郡
(
及
び
郡
山
)

U

M

M

寝
屋
川
市
郡

ロ
京
都
市
右
京
区
西
京
極
郡

日
福
井
県
福
井
市
郡

M

M

g

勝
山
市
郡
(
及
び
村
岡
町
郡
)

白
石
川
県
七
尾
市
都

国
静
岡
県
藤
枝
市
郡

ロ
千
葉
県
君
津
郡
君
津
町
郡

山
崎
グ
呑
取
郡
神
崎
町
郡

B

大
字
上
郡
(
カ
ミ
コ
オ
リ
)

山
中
〈
分
県
大
分
市
下
郡

出
大
阪
府
茨
木
市
郡
山
(
印
参
照
)

お
奈
良
県
大
和
郡
山
市
北
郡
山
・
南
郡
山

部
三
重
県
鈴
鹿
市
郡
山

幻
福
島
県
河
沼
郡
河
東
村
郡
山

招

(

グ

郡

山

市

)

却

グ

双

葉

郡

双

葉

町

郡

山

叫

グ

M
M

富
岡
町
郡
山

日
宮
城
県
白
石
市
郡
山

M
M

グ
仙
台
市
郡
山
・
上
郡
山

必
岩
手
県
紫
波
郡
矢
巾
村
郡
山

必
山
形
県
東
根
市
郡
山
(
小
字
郡
山
)

必
グ
東
置
賜
郡
和
郷
村
郡
山

崎

グ

グ

高

畑

町

小

郡

山

U

グ
飽
海
郡
平
田
村
郡
山
(
小
字
郡
山
)

畑
切

M
M

秋
田
県
雄
勝
郡
羽
後
町
郡
山
(
小
字
上
郡
・
下
郡
)

E

大
字
郡
元
(
コ
オ
リ
モ
ト
)

的
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
郡
元

日
宮
崎
県
都
城
市
郡
元

日
グ
串
間
市
上
郡
元
・
下
郡
元

F

大
宇
都
家
(
グ
ン
ケ
・
グ
ウ
ケ
)

臼
香
川
県
丸
亀
市
郡
家

-
中
郡
・
下
郡
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却
熊
本
県
下
益
城
郡
中
央
村
中
郡

幻
兵
庫
県
赤
穂
郡
上
郡
町
上
郡

辺
三
重
県
上
野
市
上
郡
・
下
郡

お
千
葉
県
君
津
郡
富
来
田
町
下
郡

担
福
島
県
伊
達
郡
桑
折
町
上
郡
・
下
郡

妬
宮
城
県
亘
理
郡
豆
理
町
上
郡
・
下
郡

部
グ
遠
田
郡
涌
谷
町
上
郡
・
下
郡

C

大
字
古
郡
(
フ
ル
コ
オ
リ
)
・
今
郡
(
イ
マ
コ
オ
リ
)

幻
三
重
県
上
野
市
古
都

m
埼
玉
県
児
玉
郡
美
里
村
古
都

却
茨
城
県
真
壁
郡
協
和
村
古
都

加
山
形
県
東
田
川
郡
藤
島
町
古
都
(
小
字
古
都
)

剖
千
葉
県
香
取
郡
東
庄
町
今
郡

D

大
寧
郡
山

沼
鹿
児
島
県
日
置
郡
郡
山
町
郡
山

田
大
分
県
大
野
郡
大
野
町
郡
山

日
兵
庫
県
津
名
郡
一
宮
町
郡
家

日

H
H

神
戸
市
東
灘
区
御
影
町
郡
家

田

グ

多

紀

郡

篠

山

町

郡

家

日
大
阪
府
高
槻
市
郡
家

町
岐
阜
県
揖
斐
郡
大
野
町
郡
家

G

そ
の
他
の
文
字
を
使
用
し
て
コ
オ
リ
又
は
タ
ゲ
と
読
ま
せ
る
若
干

の
例

日
愛
知
県
江
南
市
小
折
(
コ
オ
リ
)

回
宮
城
県
志
田
郡
三
本
木
町
桑
折
(
コ
オ
リ
)

印
埼
玉
県
熊
谷
市
久
下
(
タ
ゲ
)

m

H

H

加
須
市
久
下
(

M

O

)

H

小
寧
の
み
で
残
存
し
て
い
る
コ
オ
リ
地
名
の
例
、
若
干

位
奈
良
県
宇
陀
郡
菟
田
野
町
佐
倉
小
字
郡
・
上
郡
・
下
郡

田
グ
北
葛
城
郡
広
陵
町
南
郷
・
古
寺
小
字
郡

臼
京
都
府
宇
治
市
横
島
小
字
郡

出
兵
庫
県
城
崎
郡
旦
両
町
府
市
場
小
字
今
郡

団
長
野
県
更
埴
市
桑
原
小
字
郡

註

o
こ
れ
以
外
に
各
種
の
コ
オ
リ
地
名
が
存
す
る
が
、
今
回
は
と
り
あ
げ
な
い
。

。
各
コ
オ
リ
地
名
の
行
政
上
の
所
属
は
、
昭
和
三
七
年
版
『
最
新
全
国
市
町
村
名
鑑
』

た。

(
大
蔵
省
印
刷
局
編
)
に
よ
っ
て
確
認
し
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。

以
上
で
郡
家
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
コ
オ
リ
地
名
に

つ
い
て
の
地
名
的
な
概
観
を
終
え
、
次
章
に
お
い
て
事
例

ご
と
に
、
現
地
調
査
結
果
を
含
め
た
可
能
な
限
り
の
諸
方

京都府宇治市槙島付近の地割と小宇都の所在

法
で
、
郡
家
域
の
復
原
そ
の
他
郡
家
の
歴
史
地
理
学
的
研

究
の
諸
問
題
を
展
開
し
た
い
。
同
時
に
そ
の
考
察
過
程
を

通
し
て
、

コ
オ
リ
地
名
が
郡
家
に
深
く
関
連
し
て
い
る
こ

と
が
、
よ
り
一
層
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

一
品
、
推
定
郡
家
祉
五
題

)
 

4
E
A
 

(
 
旧
山
城
国
宇
治
郡
家
祉
の
追
究

旧
山
城
国
宇
治
郡
家
の
遺
祉
を
考
定
す
る
場
合
、
我
々

は
二
つ
の
有
力
な
資
料
を
持
っ
て
い
る
。

一
つ
は
、
現
在

図
宇
治
市
棋
島
に
残
存
す
る
小
字
郡
で
あ
る
(
第
2

・
3
図)・

抑
棋
島
は
宇
治
市
合
併
以
前
に
は
、
久
世
郡
に
属
し
て
槙
島

村
を
称
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
際
宇
治
・
久
世
両
郡

の
境
界
は
宇
治
川
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
こ
と
か
ら
即

座
に
こ
の
郡
小
字
名
を
久
世
郡
関
係
の
も
の
と
考
え
る
な



つ
ま
り
宇
治
郡
に
深
い
関
連
を
有
す
る
地
名
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
あ
え
て
そ
れ
を
述
べ
る
の
は
、
次
の
様
な
三
つ
の
理
由
に
よ
っ
て
い
る
。
第
一
は
、
古
い
宇
治
川
の
本
流
は
、
谷
口
の
宇
治
か
ら
現

ら
ば
、
い
さ
さ
か
即
断
に
す
ぎ
る
と
思
う
。
筆
者
は
む
し
ろ
そ
の
逆
、

流
路
の
や
や
南
方
を
西
北
流
し
て
、
三
軒
家
付
近
で
巨
椋
池
に
注
い
で
い
た
と
い
う
考
え
に
基
礎
を
お
い
て
い
る
。
こ
れ
は
か
つ
て
吉
田

@
 

敬
市
の
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
証
す
る
よ
う
に
、
地
籍
図
上
、
第
2
図
に
示
し
た
よ
う
な
、
現
河
道
に
匹
敵
す
る
広
さ
を
有
す

@
 

る
旧
河
道
が
残
存
し
、
且
つ
現
地
で
の
聞
き
と
り
結
果
は
こ
の
旧
河
道
に
沿
っ
て
比
較
的
近
年
ま
で
堤
防
が
残
存
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
ー
ま
た
両
河
道
の
走
向
を
み
る
と
、
旧
河
道
は
確
か
に
等
高
線
に
直
交
し
て
い
る
が
(
三
了
五
メ
ー
ト
ル
線
)
、

現
河
道
は
斜
交

律令時代における郡家の歴史地理学的研究

な
い
し
並
行
し
て
い
る
(
一
五
メ
ー
ト
ル
線
も
合
せ
て
考
え
た
場
合
)
と
さ
え
云
い
得
て
、
流
向
が
不
自
然
で
あ
る
。
近
世
の
古
図
な
ど
を
見

る
と
両
流
路
の
広
さ
は
一
見
相
韻
頑
し
て
い
る
如
く
で
あ
る
が
、
我
々
は
そ
れ
に
先
だ
っ
秀
吉
の
河
道
改
修
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
、
こ
れ
は
さ
し
た
る
典
拠
と
は
な
ら
な
い
。
以
上
の
結
果
、
筆
者
は
古
く
仮
に
現
流
路
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
本
流
に

比
し
て
細
流
で
あ
り
、
横
島
地
区
は
本
流
の
右
岸
に
あ
っ
た
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
人
文
の
面
か
ら
戒
る
程
度
裏
付
け
よ
う
と

い
う
の
が
次
の
第
二
の
理
由
で
あ
る
。
即
ち
ま
ず
横
島
が
旧
流
路
の
右
岸
に
接
し
て
で
は
な
し
に
現
流
路
の
左
岸
に
接
し
て
立
地
す
る
こ

@
 

と
に
注
意
し
た
い
。
そ
の
意
味
を
考
え
る
た
め
に
現
地
を
調
査
し
た
結
果
、
現
在
棋
島
の
婚
姻
関
係
は
、
宇
治
川
対
岸
の
三
室
及
び
大
鳳

寺
と
の
聞
に
結
ぼ
れ
て
い
る
も
の
が
最
も
多
く
、
宇
治
市
街
地
区
を
一
応
除
外
し
て
、
旧
久
世
郡
に
属
し
た
小
倉
と
、
旧
宇
治
郡
で
あ
っ

た
対
岸
諸
集
落
と
の
婚
姻
関
係
比
率
は
、
四
対
六
程
度
で
後
者
が
高
い
こ
と
、
及
び
横
島
の
住
民
が
所
有
す
る
水
田
・
茶
園
が
一
部
対
岸

(
丸
山
地
区
)
に
存
在
し
、
今
な
お
小
舟
で
往
来
し
て
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
と
と
な
ど
、

つ
ま
り
現
流
路
の
右
岸
と
の
結
び
つ
き
が
意

113 

外
に
強
い
こ
と
を
聞
き
知
っ
た
の
で
あ
る
。
推
察
を
め
ぐ
ら
す
な
ら
ば
、
棋
島
は
宇
治
川
本
流
の
付
け
替
え
に
よ
る
そ
の
右
岸
の
低
湿

⑧
 

化
に
よ
っ
て
、
左
岸
に
移
住
し
た
人
々
が
営
み
は
じ
め
た
集
落
で
は
な
か
っ
た
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ど
の
み
ち
横
島
が
河
州
状
の
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も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
集
落
の
成
立
は
き
し
て
古
い
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
し
勿
論
そ
う
は
云
っ
て
も
、
棋
島
に
残
存
す
る

条
塁
制
的
な
方
格
地
割
(
第
2
図
)
は
、

少
く
と
も
近
世
以
後
の
も
の
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

従
っ
て
、
河
州
と
い
う
言
葉
か
ら

直
ち
に
想
像
さ
れ
る
よ
う
な
悪
地
と
い
う
印
象
を
開
発
当
時
の
棋
島
に
す
ぐ
あ
て
は
め
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
と
と
ろ
で
、
最
も
注
意

す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
方
格
地
割
が
、

旧
流
路
の
左
岸
即
ち
久
世
郡
の
条
塁
線
と
は
合
致
せ
ず

(第
2
図。

A
|
B
線
と
C
|
D
線

の
聞
の
若
干
の
く
い
ち
が
い
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
)
、
逆
に
現
流
路
右
岸
の
、
後
述
す
る
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
復
原
し
た
条
塁
線
及
び

現
存
地
割
に
合
致
す
る
こ
と
(
第
3
図
)
で
あ
る
。

即
ち
棋
島
の
開
発
は
恐
ら
く
宇
治
郡
の
勢
力
下
に
お
い
て
進
行
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
棋
島
は
古
く
宇
治
郡
と
の
結
び
つ
き
の
方
が
強
か
っ
た
と
考
え
る
理
由
の
第
三
で
あ
る
。
で
は
本
来
的
に
は
好

適
な
居
住
地
で
は
な
か
っ
た
棋
島
、
特
に
そ
の
中
で
の
郡
地
区

(
小
字
地
名
で
あ
る
と
同
時
に
小
地
区
の
名
称
で
も
あ
る
)

は
具
体
的
に
右
岸

の
ど
こ
に
結
び
つ
げ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
う
か
。

そ
れ
に
つ
い
て
の
暗
示
を
与
え
、
且
つ
問
題
の
宇
治
郡
家
の
位
置
を
明
示
す
る
資
料
が
こ
こ
に
存
す
る
。

そ
れ
は
著
名
な
山
城
国
山
科
郷
古
図
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
検
す
る
と
、
こ
の
小
字
郡
に
比
較
的
近
い
宇
治
郡
西
南
部
、
宇
治
郡
条
呈
の

七
条
六
塁
が
「
郡
皇
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
れ
は
明
ら
か
に
郡
家
所
在
皇
を
示
し
て
い
る
も
の
と
し
て
よ
い
の

で
あ
る
が
、
ま
ず
そ
の
毘
の
位
置
を
正
確
に
復
原
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
筆
者
は
未
だ
同
図
の
原
図
に
当
る
機
会
を
得
て
い
な
い
が
、

@
 

こ
れ
は
幸
い
『
歴
史
地
理
』
第
三
巻
に
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
藤
田
明
は
そ
の
後
同
図
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
恥
そ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い

る
図
を
も
と
に
し
、
ほ
か
に
三
千
分
の
一
の
京
都
市
都
市
計
画
基
本
図
、
及
び
航
空
写
真
と
地
籍
図
か
ら
土
地
割
を
析
出
し
た
谷
間
式
雄

J

@

 

の
成
果
等
を
参
照
し
て
、
地
形
図
上
に
宇
治
郡
条
塁
を
復
原
し
た
の
が
第
3
図
で
あ
る
。
こ
の
復
原
図
は
次
の
よ
う
な
吟
味
に
た
え
る
の

で
、
ほ
ぼ
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
。
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旧山城国宇治郡の条墨第3図

復
原
自
体
に
目
的
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
ら
、
主
要
な
点
の
み
を
列
記
す
る
と
、

@ 

道
路
配
置
が
両
者
ほ
ぽ
合
致
す
る
。
特
に
勧
修
寺
近
辺
の
四
条
十
三
下
小
野
皇
内
の
道
路
と
東
海
道
が
妥
当
な
位
置
を
定
っ
て
い

る
⑥ 

古
図
上
、
一
二
条
十
三
上
小
野
里
の
西
辺
に
位
置
す
る
森
は
、

復
原
図
上
随
心
院
に
南
接
す
る
神
社
の
森
(
第
3
図
A
点
)
で
あ
る

か
ら
、
両
者
の
位
置
が
合
致
す
る
。
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@ 

五
条
十
下
石
田
皇
と
六
条
十
布
豆
臼
毘
の
界
線
上
に
は
、
古
図
に
問
中
森
と
あ
る
が
、
と
れ
は
式
内
天
穏
日
命
神
社
で
あ
り
、
復

原
図
上
、
石
田
集
落
の
西
方
に
神
社
(
第
3
図
B
点
)
と
し
て
残
り
、
古
図
と
同
じ
く
五
・
六
条
の
界
線
上
に
位
置
す
る
。



116 

@ 

東
西
に
走
る
恩
の
界
線
を
仮
に
一
町
北
へ
移
行
さ
せ
る
と
四
条
十
上
石
田
塁
の
西
南
方
か
ら
皇
内
へ
突
出
す
る
丘
陵

(第
3
図
C

点
)
が
、
古
図
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
程
小
さ
く
な
り
、
且
つ
、
六
条
十
一
岡
本
西
墨
が
、
や
は
り
古
図
と
比
較
で
き
ぬ
程
山
勝
ち
に
な

る。@ 

逆
に
呈
の
界
線
を
一
町
南
へ
移
行
し
て
復
原
す
る
と
、

勧
修
寺
(
第
3
図

P
点
)

が
五
条
十
三
下
小
野
西
皇
に
で
は
な
し
に
、
十

四
竹
原
塁
に
あ
る
こ
と
に
な
り
、
且
つ
四
条
十
一
加
却
布
呈
に
北
方
か
ら
突
出
し
て
い
る
べ
き
御
霊
山
と
名
づ
け
ら
れ
た
丘
陵
(
第
3
凶

E
点
)

が
突
出
し
な
く
な
り
、
い
ず
れ
も
古
図
に
著
し
く
相
違
す
る
。

以
上
の
吟
味
の
結
果
、
条
皇
の
界
線
は
共
に
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
か
く
し
て
宇
治
郡
条
豆
の
七
条
六
郡

豆
、
即
ち
郡
家
所
在
皐
は
、
第
3
図
の
通
り
現
在
の
同
屋
集
落
西
半
部
を
中
心
と
し
た
小
地
域
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
因
み
に
郡

旦
は
一
名
問
屋
塁
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
古
図
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

先
の
棋
烏
の
小
字
郡
は
、
条
皇
の
ニ
毘
ほ
ど
、
こ
れ
に
距
た
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る

う
か
。
筆
者
の
推
察
は
、
槙
島
の
郡
が
、
宇
治
川
改
修
後
岡
庭
西
部
の
低
湿
地
化
を
避
け
て
対
岸
に
移
転
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
生
じ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
現
在
の
と
こ
ろ
積
極
的
な
証
左
は
な
い
。
わ
ず
か
に
そ
の
傍
証
と
し
て
、
現
地

調
査
の
際
、
棋
島
第
一
の
旧
家
を
は
じ
め
と
す
る
若
干
の
家
が
、
問
屋
住
民
と
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
る
と
い
う
事
実
を
聞
き
知
っ
た
こ

と
を
述
べ
て
お
く
に
と
ど
め
た
い
。

従
っ
て
問
題
の
焦
点
は
お
の

e

す
か
ら
岡
屋
集
落
を
内
包
す
る
郡
患
に
移
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
岡
-
昆
付
近
の
現
地
調
査
結
果
は
、

特
筆
す
べ
き
積
極
的
な
資
料
を
得
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
以
下
に
岡
屋
周
辺
の
歴
史
的
背
景
、
並
び
に
自
然
的
な
基
礎
を
考
察

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
が
郡
家
で
あ
っ
て
決
し
て
不
自
然
で
は
な
い
こ
と
を
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。



確
か
に
宇
治
郡
全
体
の
中
で
、
平
野
面
積
は
山
科
盆
地
に
大
き
い
。
そ
れ
に
加
え
て
山
科
条
墜
図
が
本
来
勧
修
寺
の
所
領
記
録
で
あ
る

関
係
か
ら
、
記
載
の
重
点
が
醍
醐
、
小
野
、
山
科
方
面
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
と
も
す
る
と
宇
治
郡
の
行
政
中
心
も
山
科
方
面

化
あ
っ
た
と
考
え
が
ち
で
あ
る
が
、
事
実
は
む
し
ろ
逆
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
第
一
に
宇
治
郡
条
塁
の
呼
称
は
宇
治
川
谷

口
に
は
じ
ま
っ
て
お
り
、
第
二
に
郡
名
が
宇
治
川
谷
口
に
存
在
し
た
宇
治
郷
に
負
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
郡
星
(
岡
屋
皇
)
周
辺
に
は
、
古
代
及
び
そ
れ
以
前
、
確
か
に
地
方
的
な
小
豪
族
が
存
在
し
た
。
既
に
藤
田
明
は
、
『
姓
氏
録
』

中
に
「
問
屋
公
百
済
国
比
流
王

Z
後
」
と
あ
る
と
と
、
「
三
代
実
録
』
中
に
も
「
岡
原
公
」
が
み
え
る
こ
と
、
及
び
東
大
寺
文
窪
田
承
和
二
年

⑫
 

(
八
ゴ
玉
)
の
田
券
に
「
堤
回
星
(
郡
塁
の
東
隣
?
|
筆
者
)
戸
主
同
屋
首
」
と
み
え
る
と
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
古
墳
と

律令時代における郡家の歴史地理学的研究

の
地
割
iJ; 

1日
横
大
路
沼
の
北
岸
に
接
し

対
岸
の
久
世

綴
事
両
郡
βι 
ノ、

豆
地
割
カ2

同
栂
に
巨
椅
池
南
岸
に
接
し
て
し、
る

と
を
明
ら
か

芳
え
ら
れ
る
二
子
塚
が
、
図
上
、
六
条
六
下
堤
回
塁
に
存
在
し
、
と
れ
は
現
存
も
す
る
(
第
3
図
F
地
点
)
。
他
に
郡
塁
の
南
に
接
す
る
大

@
 

津
皇
内
と
考
え
ら
れ
る
地
に
尼
ケ
塚
な
る
小
字
が
存
在
す
る
(
第
3
図
G
地
点
)
。
ま
た
式
内
社
許
波
多
村
社
三
庫
の
う
ち
一
座
が
、
と
の

⑧
 

郡
皇
内
、
岡
庭
集
落
に
現
存
す
る
の
で
あ
る
(
第
3
図
H
地
点
)
。
要
す
る
に
郡
司
級
程
度
の
氏
族
が
成
立
す
る
基
盤
が
こ
と
に
は
あ
り
、

@
 

且
っ
そ
の
程
度
の
著
名
さ
を
有
す
る
小
土
豪
が
、
同
時
代
に
確
か
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
地
形
の
現
状
か
ら
想
察
さ
れ
る
低
湿
性
が
、
決
し
て
本
来
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
述
べ
た
い
。
ま
ず
等
高
線
を
み
る
と
、

一五

メ
ー
ト
ル
線
が
郡
皇
及
び
そ
の
南
の
大
津
里
の
東
部
を
ほ
ぼ
南
北
に
走
っ
て
お
り
、
そ
の
線
上
に
許
波
多
神
社
が
立
地
す
る
の
で
あ
る

が
、
と
の
高
度
は
、
宇
治
川
対
岸
の
式
内
柾
巨
椋
神
社
の
立
地
点
の
そ
れ
に
も
ほ
ぼ
等
し
い
。
か
つ
て
藤
岡
謙
二
郎
等
は
、
紀
伊
郡
条
里

117 

「
少
な
く
も
条
塁
施
行
時
代
に
は
旧
巨
椋
池
並
び
に
横
大
路
沼
を
除
く
地
帯
以
外
は
耕
地
と
し
て
一
ま
ず
は
開
拓
さ
れ
た
様
子
が

知
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
た
将
、
第
2

・3
図
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
巨
椋
池
東
岸
の
条
一
思
誠
一
割
な
い
し
少
く
と
も
そ
れ
に
規
制
さ
れ

に
し
、
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る
と
と
の
大
き
か
っ
た
地
割
も
、
極
め
て
湖
岸
近
く
ま
で
施
行
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
昭
和
二
八
年
の
台

@
 

風
ご
ニ
号
の
も
た
ら
し
た
洪
水
に
よ
る
浸
水
地
域
は
、
こ
の
問
屋
近
辺
で
は
こ
1

メ
ー
ト
ル
線
に
達
し
、
現
宇
治
川
左
岸
の
方
格
地
割
地

域
も
勿
論
水
面
下
に
没
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
我
々
は
、
先
に
も
触
れ
た
如
く
近
世
初
頭
の
宇
治
川
流
路
の
付
け
替
え
に
伴
な
う
築

堤
や
、
そ
れ
以
後
の
河
床
の
高
ま
り
に
よ
っ
て
、
本
来
あ
る
べ
き
様
よ
り
も
以
上
に
、
と
の
地
域

!
l特
に
現
宇
治
川
右
岸
地
域
の
洪
水

-
湛
水
の
危
険
が
増
大
し
た
こ
と
を
充
分
に
考
え
に
入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

以
上
、
横
島
に
存
在
す
る
小
字
郡
及
び
問
屋
集
落
周
辺
に
他
な
ら
ぬ
「
郡
塁
」
が
存
在
し
た
と
と
を
積
極
的
理
由
と
し
、
そ
の
郡
里
の

@
 

南
に
接
し
て
港
湾
機
能
を
有
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
大
津
塁
が
存
在
し
た
こ
と
、
及
び
土
豪
成
長
の
基
盤
た
る
古
墳
の
存
在
、

家
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

小
十
一
衰
の
実
在
、
並
び
に
今
日
の
景
観
か
ら
想
像
す
る
ほ
ど
地
域
一
帯
が
低
湿
で
な
か
っ
た
こ
と
を
傍
証
と
し
て
、
問
屋
付
近
が
宇
治
郡

、一 υ

!日山城国葛野郡の条里と大字
郡の境域

(2) 

旧
山
城
国
葛
野
郡
家
祉
の
追
究

京
都
市
西
郊
の
旧
葛
野
郡
に
お
け
る
郡
家
祉
は
、

現
在
京
都
市
右
京
区
に
編
入
さ
れ
て
い
る
西
京
極
郡

町
付
近
に
比
定
し
得
る
も
の
と
芳
え
る
。
郡
町
の
現

り桂境
久@、川域
受平左は
原安岸
両京に東
塁葬至は
の送る平
北・葛安
に放野京
続牧郡西
く 地 @ 条 京
三と旦極
っしの@大
のて五路
旦著・に
に名-}-:;.接
ほな:々し
ぼ荒:5JC

あ木に西
て西豆は

第4図
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~=一日大字昇
，---道路
町山町内水路

彰Z例 市 地

下了条里界

推定山城国葛野郡家付近の微地形

は
ま
る
も
の
の

様
で
あ
る

第

4

・
5
函
)
。
集

落
は
、
五
・
ム
ハ

条
界
線
と
、
平

安
京
の
六
条
大

路
の
西
方
へ
の

延
長
で
も
あ
る

旦
の
界
線
と
の

交
点
か
ら
西
南

方

に

展

開

す

第5図

る
。
し
か
し
地

名
及
び
現
在
地

形
か
ら
判
断
す

る
限
り
で
は
、

郡
家
の
中
心
地

域
は
、
現
郡
集
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落
の
東
北
に
位
置
す
る
星
(
第
5
図
で
特
に
坪
割
線
を
記
入
し
て
あ
る
里
)
に
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
芳
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

第
5
図
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
今
問
題
と
す
る
塁
の
中
央
部
に
は
、
南
北
方
向
に
御
室
川
が
流
れ
て
い
る
が
、
そ
の
両
岸
に
は

広
い
と
こ
ろ
で
二
町
弱
、
狭
い
と
と
ろ
で
約
半
町
の
、
南
北
に
連
続
し
た
徴
高
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
徴
高
地
上
の
土
地
利
用
は

比
較
的
近
年
ま
で
一
面
の
竹
薮
で
あ
っ
た
が
、
近
年
、
工
場
用
地
及
び
宅
地
造
成
の
た
め
に
原
景
観
は
著
し
〈
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

か
か
る
地
形
の
形
成
原
因
に
つ
い
て
、
或
い
は
御
室
川
の
天
井
川
化
作
用
の
結
果
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
み
た
が
、
河
川
勾
配
の
急
変

点
は
、
等
高
線
か
ら
判
断
す
る
と
、
と
の
よ
う
な
地
形
の
上
限
で
あ
る
三

0
メ
ー
ト
ル
線
で
は
な
し
に
、
そ
れ
よ
り
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

土
流
の
三
五
メ
ー
ト
ル
線
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
少
々
無
理
が
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
き
り
と
て
、
他
に
適
確
な
成
因
を
筆
者
は
当
面
持
・

摘
し
得
な
い
か
ら
、
と
と
で
は
周
辺
の
低
地
に
対
し
て
数
メ
ー
ト
ル
の
比
高
を
有
す
る
、
か
な
り
の
面
的
広
が
り
を
持
っ
た
砂
膿
堆
状
の

微
高
地
が
確
か
に
存
在
し
た
と
い
う
事
実
の
み
を
記
す
に
と
ど
め
た
い
。

恩
の
西
南
端
に
一
部
か
か
る
郡
午
塚
町
は
、
既
に
早
く
か
ら
低
地
と
化
し
、
水
回
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
小
字
の
平
面
形
態
、

@
 

規
模
か
ら
考
え
る
に
古
墳
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
因
み
に
と
の
地
域
周
辺
に
は
尚
か
な
り
の
古
墳
が
現
存
し
て
い
る
。
し
か
し
我
々

が
最
も
注
目
す
べ
き
事
実
は
、
毘
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
、
郡
大
宮
田
町
な
る
小
字
が
大
字
郡
の
飛
地
と
し
て
遺
存
し
、
し
か
も
そ
の
境
域
が

南
北
正
し
く
一
町
、
東
西
約
半
町
の
か
な
り
整
っ
た
平
面
形
を
有
し
て
い
る
と
と
で
あ
る
。
そ
の
地
名
か
ら
み
て
も
、
文
土
地
の
利
用
価

値
か
ら
見
て
こ
の
き
し
て
重
要
と
は
考
え
ら
れ
な
い
地
点
が
飛
地
と
し
て
ま
で
も
大
字
郡
の
属
地
と
し
て
存
在
し
た
こ
と
か
ら
み
て
も
、

さ
ら
に
は
そ
の
方
形
の
区
域
を
見
て
も
、
と
の
地
が
古
く
神
社
な
い
し
ι

そ
れ
に
或
る
関
係
を
持
つ
地
点
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
汚
え

ら
れ
、
更
に
或
い
は
、
郡
家
の
中
心
部
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
正
確
な
と
と
に
つ
い
て
は
な
お
今
後

の
検
討
を
期
し
た
い
が
、
葛
野
郡
一
家
の
考
定
を
進
め
v
G
際
に
は
こ
の
付
近
に
焦
点
を
あ
て
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
主
張
し
て
お
き
た
い
。



と
こ
ろ
で
葛
野
郡
家
の
所
在
に
関
し
て
は
、
地
名
を
無
視
し
て
太
秦
に
存
在
し
た
と
述
べ
る
全
く
の
憶
説
が
存
殺
す
る
の
で
一
応
そ
れ

を
反
駁
し
て
お
き
た
い
。
即
ち
角
田
文
衝
は
、
国
府
と
郡
家
は
同
一
地
点
に
存
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
仮
定
の
上
に
立
っ
て
、
葛
野
郡
家

は
、
山
城
の
第
二
次
の
国
府
と
共
に
太
秦
に
置
か
れ
た
と
す
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る
と
述
べ
、
郡
町
日
郡
家
祉
と
す
る
考
え
に
つ
い
て

、

、

、

、

、

、

、

、

、

は
、
こ
と
が
桂
川
に
臨
む
低
地
で
あ
っ
て
、
昔
時
絶
え
ず
洪
水
に
侵
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
と
と
、
及
び
と
の
地
が
葬
送
・
放
牧
地
に

qe 

充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
故
に
平
安
初
期
ご
ろ
に
集
落
が
あ
っ
た
と
は
芳
え
ら
れ
な
い
と
と
を
あ
げ
て
失
当
と
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
ま
ず
第
一
に
国
府
と
郡
家
が
同
一
地
点
に
存
し
た
と
い
う
積
極
的
な
根
拠
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
一
般
論
と

律令時代における郡家の歴史地理学的研究

し
て
は
、
国
司
、
郡
司
の
出
自
・
官
位
等
を
含
め
た
性
格
の
相
遣
を
芳
え
る
な
ら
ば
、
同
一
地
点
に
は
存
し
な
か
っ
た
と
考
え
る
方
が
正

当
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
次
に
郡
町
は
低
地
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
と
れ
は
恐
ら
く
、
郡
集
落
の
位
置
の
み
か
ら
判
断
さ
れ

た
結
果
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
先
に
触
れ
た
如
く
郡
町
の
境
域
に
は
、
か
な
り
高
燥
な
微
高
地
を
含
ん
で
い
る
し
、
桂
川
の
流
路
に

@
 

つ
い
て
は
、
福
山
敏
男
が
条
里
復
原
の
結
果
、
現
在
位
置
よ
り
も
西
方
を
流
れ
て
い
た
も
の
と
さ
れ
、
地
籍
図
を
検
討
し
て
み
て
も
、
桂

川
右
岸
に
は
旧
流
路
の
痕
跡
で
あ
る
地
割
の
乱
れ
が
涯
然
と
し
て
い
る
が
、
左
岸
は
、
少
な
く
と
も
先
に
問
題
に
し
た
郡
家
の
中
心
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
里
の
南
辺
に
沿
う
二
五
メ
ー
ト
ル
線
以
北
に
は
、
き
し
た
る
地
割
の
乱
れ
は
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
今
一

つ
の
、
郡
町
が
即
ち
葬
送
・
放
牧
地
に
当
る
の
で
は
な
く
、
筆
者
が
問
題
に
し
た
い
里
と
、
葬
送
・
放
牧
地
と
は
、
六
町
を
距
て
て
い
る

も
の
で
あ
る
と
と
は
、
第
4
図
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
概
し
て
い
え
ば
、
郡
町
附
近
は
郡
家
の
立
地
点
と
し
て
は
必
ず

診

し
も
全
て
好
適
と
は
云
い
得
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
少
く
と
も
西
に
近
く
栴
津
を
ひ
か
え
た
位
置
は
利
点
と
い
う
べ
く
、
ま
た
何

よ
り
も
、
さ
し
た
る
積
極
的
理
由
な
し
に
郡
地
名
を
無
視
し
て
と
れ
を
太
秦
に
比
定
す
る
こ
と
は
危
険
で
は
な
い
か
と
忠
わ
れ
る
。
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(3) 

旧
大
和
国
広
瀬
郡
家
祉
の
追
究
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陸軍軍術革地密会して
畑地に判周され
ている防t也

第 7図奈良県北葛城郡広陵

町の小字郡及び付近の地割

奈
良
県
北
葛
城
郡
広
陵
町
に
属
す
る
大
字
南
郷
及

置
び
古
寺
の
境
域
に
ま
た
が
っ
て
、
小
字
郡
を
称
す
る

位
小
地
積
が
存
在
す
る
。
と
の
地
域
は
旧
広
瀬
郡
域
に

@
 

概
含
ま
れ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
筆
者
は
、
こ

瀬臨
の
付
近
を
広
瀬
郡
家
陛
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

矧
る
。
と
の
小
字
所
在
地
点
は
、
大
和
金
地
の
条
里
マ

蹴
云
え
ば
路
西
一
九
条
六
里
二
七
・
一
一
八
-
一
一
九
の
三

図
坪
に
亙
り
、
そ
の
南
に
接
し
て
京
殿
(
ゴ
一
O
坪
)
、
吏

F
O
 

第
に
そ
れ
よ
り
南
南
西
に
一
町
を
距
て
て
蔵
尻

(一一

O

条
中
ハ
里
三
五
坪
)
な
る
小
字
が
あ
る
(
第
6
・
7
図)。

筆
者
は
前
稿
で
、
蔵
尻
な
る
小
字
そ
の
も
の
に
は
直

接
に
触
れ
な
か
っ
た
が
、
大
和
盆
地
に
屡
々
見
ら
れ

る
小
字
ク
ラ
ノ
マ
チ
、
ク
ラ
ノ
ツ
ボ
が
、
郡
・
郷
の
正

倉
院
祉
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
の
説
を
発
表
L

ω
 

て
お
い
た
。
蔵
尻
も
ま
た
、
か
か
る
地
名
系
列
の
中

に
含
ま
せ
て
理
解
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
と
汚
え

る
の
で
あ
る
。
次
に
微
地
形
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ



の
付
近
は
通
じ
て
葛
城
川
左
岸
の
小
規
模
な
自
然
堤
防
上
に
当
た
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
郡
地
籍
内
の
西
半
部
は
約
四

t
五
尺
の
比
高

を
以
て
、
畑
地
に
利
用
さ
れ
て
い
る
微
高
地
を
形
成
し
、
蔵
尻
地
籍
内
も
、
西
南
四
分
の
一
程
度
が
同
様
の
比
高
を
以
て
、
果
樹
が
介
在

す
る
畑
地
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
自
然
地
形
に
対
す
る
何
等
か
の
作
為
が
想
像
さ
れ
る
特
徴
で
あ
る
(
第
7
図
)
。

従
来
と
の
地
が
郡
家
に
関
係
が
あ
る
と
の
説
は
行
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
上
の
地
名
及
び
地
形
的
条
件
の
他
に
、
鎌
倉
時

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

@

代
、
，
南
郷
氏
が
郡
中
に
於
け
る
豪
族
の
一
を
称
し
て
、
南
郷
に
環
濠
を
め
ぐ
ら
し
た
い
わ
ば
屋
敷
村
を
営
ん
で
い
た
と
い
う
注
目
す
べ
き

事
実
が
あ
っ
て
、
と
の
小
字
郡
付
近
を
旧
広
瀬
郡
家
に
結
び
つ
け
る
と
と
は
、
充
分
に
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
小
字
郡

律令時代における郡家の歴史地理学的研究

の
北
半
が
そ
れ
に
属
す
る
大
字
古
寺
の
東
北
隣
、
葛
城
川
の
対
岸
に
は
、
在
時
の
郡
名
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
得
る
広
瀬
集
落
が
存
在
し

ま
た
南
郷
の
東
、
同
じ
く
葛
城
川
を
は
さ
ん
で
対
岸
に
は
百
済
宮
の
遺
世
に
あ
て
ら
れ
る
一
区
が
あ
る
な
ど
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
今
後
調

査
を
続
け
る
べ
き
歴
史
的
・
地
理
的
資
料
は
少
な
く
な
い
。

(4) 

旧
下
総
国
香
取
郡
家
陛
の
追
究

つ
と
に
『
日
本
地
理
志
料
』
な
ど
に

@
 

よ
っ
て
旧
香
取
郡
家
陛
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
字
郡
を
め
ぐ

'
家

F
郡

田

取

盟

香
戸
畑
る
一
帯
の
地
形
的
条
件
は
第
8
図
に
み
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
現
夜

‘

L

{

j

U

二、

i

@

ぷ
穆
-
h
一一J

一
矧
近
の
郡
集
落
は
、
現
地
で
の
聞
き
と
り
に
よ
る
と
、

A
地
点
に
存
在
し
た

・
;
工
事
丸
笠
以

叫
ん
均
薄
切
凶
鍋
島
氏
の
陣
屋
ゃ
、

B
地
点
に
存
在
し
た
氷
明
廃
寺
号
中
心
と
す

ん
j
J

話
ぞ
/
ニ
b
b伺

O
D

企
パ
日

干
葉
県
香
取
郡
神
崎
町
郡
は
、

る
小
谷
に
立
地
し
た
古
集
落
が
、
鬼
怒
川
(
後
に
利
根
川
)
の
治
水
が

123 

進
み
、
低
地
の
耕
作
が
よ
り
容
易
と
な
る
に
つ
れ
て
、
漸
次
移
動
し
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た
結
果
の
も
の
で
あ
る
と
判
明
し
た
。
そ
の
一
部
は
更
に
東
北
方
了
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
利
根
川
畔
へ
移
動
し
て
高
谷
集
落
を
営
む
こ
と

に
な
っ
た
。
極
め
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
と
の
郡
及
び
隣
接
の
根
岸
に
は
(
従
っ
て
当
然
郡
か
ら
派
生
し
た
高
谷
集
落
に
も
)
郡
司
姓
を
名

の
る
家
が
多
い
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
郡
集
落
の
南
方
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
立
野
集
落
に
は
郡
姓
が
多
く
あ
る
こ
と
を
知

3
 

っ
た
。
立
野
は
か
つ
て
館
野
で
あ
り
、
郡
に
お
け
る
永
明
寺
と
同
じ
よ
う
に
、
と
と
に
も
宝
光
寺
な
る
廃
寺
陛
が
あ
る
。
立
野
の
南
方
、

小
谷
を
距
て
て
相
対
す
る
地
点
に
は
、
立
向
な
る
新
し
い
集
落
が
存
す
る
が
、
と
れ
は
地
縁
的
に
も
血
縁
的
に
も
立
野
と
は
何
ら
関
係
を

有
し
な
い
。
同
様
に
立
野
に
向
い
合
う
武
田
も
、
室
町
時
代
の
域
祉
は
存
す
る
が
、
立
野
と
の
関
係
は
薄
い
。
か
く
て
我
々
は
、
西
南
方

よ
り
東
北
方
に
向
っ
て
派
出
し
、
そ
と
に
郡
や
立
野
集
落
が
立
地
す
る
下
総
合
地
特
有
の
一
樹
校
状
台
地
が
、
周
辺
の
地
域
と
性
格
を
異

に
す
る
、
ま
と
ま
り
を
も
っ
た
一
地
域
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を
窺
う
と
と
が
可
能
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
台
地
と
そ
れ
を
と
り
ま
く
狭

小
な
平
地
が
、
郡
司
居
住
集
落
を
も
含
め
た
郡
家
の
故
跡
で
あ
る
と
考
え
て
大
過
あ
る
ま
い
が
、
で
は
そ
の
中
で
、
郡
家
の
政
庁
た
る
部

分
は
ど
と
に
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
う
か
。
筆
者
の
想
定
は
、
郡
集
落
の
背
後
に
位
置
す
る
比
較
的
広
く
且
つ
平
坦
な
台

(第
8

図
C
地
区
)
上
こ
そ
が
、
そ
れ
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
台
地
は
小
字
を
遼
ノ
台
と
称
し
、
そ
の
東
山
宇
部
は
千
畳
敷
の
俗
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
現
地
耕
作
者
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

約
四
町
の
広
さ
が
あ
る
と
い
う
と
と
で
あ
っ
た
が
、
地
形
図
や
現
地
の
印
象
で
は
そ
れ
よ
り
若
干
広
い
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
た
。
第
9

図
は
明
治
九
年
の
郡
村
地
籍
図
か
ら
遠
ノ
台
付
近
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の

A
地
点
は
約
二
敵
強
の
地
積
を
有
し
、
俗
称
を

「
神
ノ
畑
」
と
い
っ
て
、
収
獲
物
は
大
斗
ハ
天
な
る
付
近
の
小
桐
の
祭
料
に
充
て
る
習
慣
で
あ
っ
た
。
と
の
地
点
の
作
物
成
育
状
況
は
そ
の

@
 

周
辺
の
畑
地
に
比
較
し
て
極
め
て
悪
く
、
そ
こ
に
於
け
る
建
築
物
陛
の
存
在
を
暗
示
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
地
点
で
同
様
な
悪
条
件
の
畑

が
存
在
す
る
か
ど
う
か
は
確
か
め
得
な
か
っ
た
が
、
台
上
一
帯
か
ら
は
須
恵
器
・
土
師
器
片
が
多
量
に
出
土
し
、
現
在
で
も
表
面
採
集
が
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可
能
で
あ
る
事
実
は
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
尚
、

こ
の
台
上
で
は
な
い
が
、
四
近
に
は
前
方
後
円
墳
及
び
円
墳

の
混
じ
た
古
墳
群
も
多
く
、
地
方
土
衰
の
成
長
を
促
し
た
史

的
基
盤
は
容
易
に
指
摘
し
得
る
の
で
あ
る
。
次
に
こ
の
東
西

に
ほ
ぼ
長
方
形
を
呈
す
る
遠
ノ
台
は
、
南
方
が
著
し
く
く
び

れ
て
独
立
丘
陵
の
如
き
観
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ

の
部
分
か
ら
台
の
東
を
迂
回
し
て
郡
集
落
へ
古
い
道
路
が
通

じ
て
い
る
。
そ
の
道
沿
い
の
第
8
図
D
地
点
に
は
、
平
安
初

中
期
の
も
の
と
さ
れ
る
観
音
像
を
有
す
る
円
光
寺
が
あ
り
、

境
内
に
「
亀
井
さ
ん
」
と
俗
称
さ
れ
る
豊
か
な
湧
泉
が
あ

る
。
こ
れ
が
こ
の
地
域
の
最
も
重
要
な
給
水
源
で
あ
っ
た
こ

tf)91玄l

と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

筆
者
は
、
如
上
の
間
接
的
な
諸
資
料
に
よ
っ
て
、

一
応
遠

ノ
ム
口
上
に
郡
家
を
想
定
す
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、

そ
れ
で
は
立
野
(
館
野
)
の
存
在
は
如
何
に
考

え
る
べ
き
で
あ
る
う
か
。
現
地
を
踏
む
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
が
、
第
8
図
E
地
点
は
小
字
萱
場
と
称
し
、
約
五
間
四
方
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ほ
ど
の
方
形
の
土
塁
に
廻
ら
さ
れ
た
長
宝
殿
と
称
す
る
石
詞
が
存
在
す
る
と
い
う
。
先
の
宝
光
鹿
寺

と
共
に
何
等
か
の
意
味
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
に
積
極
的
な
発
言
を
す
る
と
と
は

で
き
な
い
。
し
か
し
少
く
と
も
、
館
地
名
地
点
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
郡
姓
を
負
う
も
の
が
多
数

存
在
す
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
立
野
を
全
く
・
無
視
し
て
香
取
郡
家
を
考
え
る
こ
と
は
正
当

で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
強
い
て
想
像
す
る
と
こ
ろ
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
郡
集
落
と
北
ハ

@
 

に
こ
こ
が
郡
司
居
住
集
落
で
な
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
再
び
調
査
の
機
会
を
得
た
な
ら
ば

か
か
る
観
点
か
ら
も
考
察
を
加
え
た
い
と
考
え
て
い
る
。
第
四
図
は
か
か
る
考
え
か
ら
、
立
野
地
籍

に
属
す
る
第
8
図
F
地
区
の
耕
地
割
を
地
籍
図
に
求
め
て
み
た
も
の
で
あ
る
。
町
田
と
い
う
小
字
名

と
、
成
る
程
度
整
形
の
方
格
的
地
割
と
は
、
条
呈
地
割
に
類
似
し
た
も
の
と
云
う
べ
く
、
開
発
の
古

さ
を
示
す
か
の
よ
う
で
あ
る
。
郡
家
存
続
当
時
、
こ
の
地
域

落集下久市須則
枝
状
に
入
り
こ
ん
だ
小
平
地
が
最
も
好
ま
し
い
耕
地
た
り
得
た

玉
置

昌
一
埼
位
で
あ
ろ
う
と
い
う
推
測
に
も
合
致
し
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る

の

-
図

忠
則

且

米

町

、

d

E
つ4

帯
の
生
活
基
盤
た
る
耕
地
を
現
在
の
刺
根
川
に
接
す
る
地
に
求

め
る
こ
と
は
、
恐
ら
く
相
当
の
困
難
を
と
も
な
い
、
台
地
に
樹

尚
、
少
く
と
も
今
回
の
調
査
の
限
り
で
は
、
こ
の
耕
地
割
の

ほ
か
に
、
郡
家
に
加
え
ら
れ
た
と
み
な
し
得
る
よ
う
な
方
格
的

規
制
は
、
と
く
に
見
出
し
得
な
か
っ
た
。
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(5) 

旧
式
蔵
国
埼
玉
郡
家
世
の
追
究

現
在
埼
玉
県
熊
谷
市
に
属
す
る
荒
川
左
岸
の
久
下
集
落
は
、
往

時
の
武
蔵
国
大
里
郡
郡
家
郷
の
故
祉
に
当
た
る
も
の
と
推
定
さ
れ

J奇玉県力日須市久中付近の道路網・土地割入

て
い
る
が
、
そ
の
正
東
約
一
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
立
地
す
る
、
現

埼
玉
県
加
須
市
久
下
(
第
口
図
)

に
つ
い
て
は
、

特
に
郡
家
と
し

て
言
及
し
て
い
る
も
の
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
筆
者

は
、
こ
の
地
が
推
定
大
里
郡
家
祉
と
同
名
の
集
落
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
埼
玉
郡
家
祉
に
関
係
が
あ
る
の
で
な
い
か
と
考
え
て
調
査
を

行
な
っ
て
み
た
。
そ
の
調
査
結
果
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

第
ロ
図
は
一
万
分
の
一
加
須
市
全
図
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
道

路
割
と
、
論
述
に
必
要
な
地
物
を
記
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
周
辺

の
水
田
地
帯
は
、
町
村
合
併
前
の
昭
和
二
九
年
に
耕
地
整
理
が
行

わ
れ
て
い
る
州
、
そ
れ
に
対
し
て
久
下
集
落
の
立
地
す
る
小
地
域

第12凶

は
、
会
川
(
旧
利
根
川
流
路
)
の
自
然
堤
防
又
は
砂
州
状
の
微
高
地

を
形
成
し

(
概
略
破
線
で
囲
ん
だ
地
域
|
|
た
だ
し
自
然
堤
状
の
徴
高

地
で
あ
る
か
ら
、
厳
密
に
傾
斜
変
換
線
を
描
く
こ
と
は
、
・
簡
単
に
は
で
き

な
い
)
、

主
と
し
て
畑
地
利
用
が
行
な
わ
れ
、
従
っ
て
耕
地
整
理
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は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
我
々
は
若
干
の
景
観
の
遺
存
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
比
較
的
小
縮
尺
の
地
図
を
も
と
に
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
為
に
、
必
ず
し
も
全
き
正
確
を
期
し
得
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
が
、
耕
地
整
理
の
影
響
が
加
わ
っ
て
い
な
い
古
来
の
道
路
・

土
地
割
に
は
、

ほ
ぼ
二
種
類
の
方
向
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

一
は
同
図
の

A
i
B
、
c
l
D
線
方
向
(
大
略
Z
由。

t
s
o切
)

の
消
品

路
と
そ
れ
に
直
交
す
る
道
路
網
・
耕
地
割
で
あ
り
、
こ
れ
は
微
高
地
の
凶
半
部
の
地
割
を
規
定
し
て
い
る
も
の
の
様
で
あ
る
。
こ
の

A
l

@
 

か
な
り
古
く
か
ら
存
在
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
図
に
記
号
で
記
し
た
鷲
神
社
は
、
当
地
域

B
l
C
1
D
を
通
る
道
路
は
、

の
東
南
方
に
位
置
す
る
鷲
宮
の
鷲
神
社
の
分
科
と
い
う
こ
と
で
、
あ
ま
り
に
古
く
考
え
す
ぎ
る
こ
と
に
は
問
題
が
あ
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

次
に
他
の
一
つ
の
道
路
割
は
、

E
l
F
線
(
大
時
Z
8
0
H
W
)
方
向
の
道
路
及
び
れ
そ
に
直
交
す
る
道
路
網
・
土
地
割
で
あ
っ
て
、
こ
と
に
そ

れ
と
並
行
及
び
直
交
す
る

H
l
I
、
J
I
K綜
は
比
高
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
の
土
塁
状
の
高
ま
り
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。
こ
の
地
割
方
向
は
微
高
地
の
東
半
部
に
卓
越
し
、

し
か
も
周
辺
地
割
に
対
し
て
全
く
孤
立
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
最
も
注
目
す

べ
き
こ
と
は
、

そ
の
中
心
部
に
勝
蔵
院
を
称
す
る
寺
院
の
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
寺
で
の
聞
き
と
り
で
は
、
開
基
は
一
八
代
淵
る
と
の

こ
と
に
よ
る
と
勝
蔵
院
は
正
蔵
(
倉
)
院
に
由
来
す
る
寺
号
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

6
 

因
み
に
勝
蔵
な
る
用
語
は
仏
教
学
上
特
別
の
意
味
は
有
し
な
い
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
付
加
し
て
お
き
た
い
。
更
に
そ
れ
に
関
連
し
て
三
重

県
上
野
市
下
郡
に
正
掛
寺
が
存
在
す
る
事
実
を
比
較
参
考
の
為
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
叫

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
の
考
え
は
、

要
す
る
に
、
第
四
図
上
、

E
l
F
l
G
に
よ
っ
て
固
ま
れ
る
地
区
は
ほ
ぼ
万
二
町
で
あ
る
が
、

そ
の
近
辺
若
干
の
区
域
の
み
が
、
他
と

異
な
る
地
割
方
向
を
示
し
、
且
っ
そ
の
中
に
正
倉
と
の
関
連
を
忠
わ
せ
る
勝
蔵
院
な
る
寺
院
の
存
在
す
る
こ
と
、
及
び
久
下
地
名
、
中
世

に
お
け
る
久
下
氏
の
存
一
ず
一
寸
か
ら
、
筆
者
は
こ
の
地
を
以
て
、
埼
玉
郡
家
祉
に
充
て
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。



園
、
結
び

l
l郡
家
の
広
さ
と
方
格
的
規
制
の
問
題
に
関
す
る
見
通
し
に
触
れ
て

l
l

前
章
に
お
い
て
筆
者
は
、
推
定
山
城
国
宇
治
郡
家
ほ
か
四
つ
の
郡
家
祉
に
遺
存
し
た
と
考
え
ら
れ
る
コ
オ
リ
地
名
を
手
が
か
り
と
し

て
、
現
地
及
び
机
上
調
査
を
行
な
い
そ
の
調
査
結
果
を
報
告
し
た
の
で
あ
る
が
、

か
か
る
調
査
研
究
の
少
く
と
も
一
つ
の
帰
結
で
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
問
題
、
即
ち
郡
家
は
如
何
な
る
面
積
を
有
し
、
又
い
か
な
る
土
地
プ
ラ
ン
に
規
制
さ
れ
て
い
た
の
か
、

と
い
う
問
題
に
つ
い
て

は
殆
ん
ど
言
及
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。
も
と
よ
り
か
か
る
問
題
は
重
要
で
あ
り
、
数
少
い
、

し
か
も
そ
の
個
々
が
極
め
て
暖
昧
な
景

律令時代における郡家の歴史地理学的研究

観
を
し
か
遺
存
し
て
い
な
い
諸
例
か
ら
、
性
急
な
結
論
を
導
く
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

我
々
は
、
現
段
階
で
或
る
程
度
の
見
通
し
を
得
て
お
く
こ
と
は
無
意
味
で
は
な
い
。
以
下
は
そ
れ
に
つ
い
て
の
筆
者
の
見
通
し
で
あ
る
。

従
来
、
国
府
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
に
お
い
て
は
、
著
名
な
周
防
国
街
土
居
八
町
の
文
書
を
一
つ
の
有
力
な
典
拠
と
し
て
、
八
町
四
方

を
典
型
的
な
も
の
と
す
る
方
形
外
郭
と
、
そ
の
内
部
に
お
け
る
方
格
地
割
、
い
わ
ゆ
る
国
府
の
都
市
的
プ
ラ
ン
を
明
ら
か
に
す
る
.
面
の

@

@

 

研
究
が
、
米
倉
二
郎
、
藤
岡
謙
二
郎
を
中
心
と
し
て
著
し
く
進
展
し
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
郡
家
に
関
し
て
は
、
か
か

る
整
形
プ
ラ
ン
が
存
し
た
と
い
う
確
実
な
典
拠
は
な
お
存
在
し
な
い
。
し
か
し
実
際
に
帝
都
で
は
広
大
な
都
城
プ
ラ
ン
が
施
さ
れ
、
国
府

の
み
な
ら
ず
宇
津
保
物
語
(
吹
上
)
に

紀
伊
の
国

が
そ
れ
に
な
ら
い
、
平
野
部
は
至
る
所
条
皇
制
地
割
の
網
自
に
被
覆
さ
れ
て
お
り
、

司
で
牟
婁
郡
に
住
む
種
松
な
る
も
の
が
、
四
面
八
町
の
私
宅
を
構
え
て
い
た
と
量
一
聞
か
れ
る
程
に
、
方
八
町
と
い
う
概
念
が
一
般
化
し
て
お

@
 

り
、
戎
い
は
尾
張
一
宮
の
真
清
田
神
社
が
方
八
町
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
を
持
つ
こ
と
な
ど
を
合
考
す
る
と
き
、
郡
家
も
ま
た
或
る
場
合
に

129 

は
、
国
府
に
類
す
る
数
町
四
方
の
ワ
ク
に
よ
っ
て
周
辺
と
明
瞭
な
区
別
を
有
す
る
一
区
を
成
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
予
想
し

@
 

得
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
意
味
か
ら
藤
岡
謙
二
郎
が
、
想
定
伊
勢
国
鈴
鹿
郡
家
世
・
美
濃
国
不
破
郡
家
祉
の
考
定
に
際
し
て
方
六
町
及
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び
八
町
の
方
格
プ
ラ
ン
の
存
在
を
示
唆
し
た
こ
と
は
、
蓋
し
卓
見
と
い
う
べ
き
で
あ
る
う
。
筆
者
も
ま
た
、
郡
家
関
連
地
名
が
、
条
皇
制

下
に
お
け
る
里
(
時
に
は
条
)

の
固
有
名
詞
と
し
て
存
し
た
事
実
か
ら
、

一
般
に
戒
い
は
方
六
町
程
度
の
、

仮
に
極
め
て
崩
芽
的
な
も
の

で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
都
市
的
な
土
地
プ
ラ
ン
が
有
り
得
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
か
か
る
呈
又
は
条
の
固
有
名
詞
と
し
て
は
、

@
 

例
え
ば
前
章
で
触
れ
た
宇
治
郡
条
呈
に
お
け
る
郡
里
の
ほ
か
に
、
和
泉
国
大
鳥
郡
条
豆
に
お
け
る
郡
豆
、
哉
蔵
国
大
里
郡
条
塁
に
お
け
る

@
 

郡
家
塁
、
大
和
国
字
智
郡
条
旦
に
お
け
る
郡
条
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
故
陛
に
如
上
の
外
郭
プ
ラ
ン
の
遺
景
を
求
め
る
こ
と
は
、
今

自
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
か
ら
.
、
こ
こ
で
は
今
後
の
研
究
に
際
し
て
か
か
る
プ
ラ
ン
の
存
在
を
予
想
し
て
当
た
る
こ
と
も
必
要
で

あ
ろ
う
と
提
言
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
と
の
よ
う
な
考
え
は
、
郡
家
内
部
の
構
造
、
即
ち
建
物
の
種
類
、
数
、
配
置
等
の
究
明
、
即
ち
、
郡
家
は
そ
の
主
要
な
構

@
 

成
要
素
は
政
庁
と
倉
庫
群
で
あ
り
、
そ
の
前
に
は
門
を
構
え
た
す
ぐ
れ
て
律
令
制
的
な
存
在
で
あ
る
が
、
そ
の
配
置
や
面
積
は
ど
の
よ
う

@
 

な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
、
或
い
は
郡
司
居
住
集
落
や
社
寺
は
郡
家
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
位
置
に
存
し
た
も
の
か
、
郡
司
職
田

@

@

 

の
存
在
形
態
如
何
等
の
問
題
と
も
併
行
し
て
進
展
さ
せ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
筆
者
は
前
稿
に
お
い
て
倉
庫

数
と
倉
院
面
積
の
関
係
に
つ
い
て
若
干
触
れ
た
が
、
も
と
よ
り
今
後
、
文
献
的
に
諸
郡
家
の
建
築
物
数
、
郡
J

家
に
関
係
を
有
す
る
人
の
職

種
や
人
数
靭
に
立
ち
帰
つ
て
網
羅
的
に
郡
家
面
積
の
考
定
を
試
み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

欄
筆
に
あ
た
り
、
常
に
御
親
切
な
御
指
導
を
賜
わ
り
、
本
稿
に
つ
い
て
含
蓄
の
豊
か
な
御
示
唆
を
与
え
て
下
さ
っ
た
藤
岡
謙
二
郎
先
生

を
は
じ
め
、
織
田
武
雄
、
西
村
睦
男
、
水
津
一
朗
の
諸
先
生
に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
さ
せ
て
頂
く
。
ま
た
快
く
地
図
を
提
供
し
て
下

さ
っ
た
り
、
地
籍
図
の
閲
覧
そ
の
他
に
つ
い
て
便
宜
を
は
か
つ
て
下
さ
っ
た
関
係
市
町
村
役
場
、
並
に
現
地
の
方
々
に
深
謝
す
る
。
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〔註〕

①
政
庁
と
し
て
の
郡
家
を
表
現
す
る
用
語
と
し
て
は
、
他
に
郡
街
、
郡
庁
、
郡
府
、
郡
治
な
ど
あ
る
が
、
律
令
時
代
を
通
じ
て
、
「
郡
家
」
が
最
も

一
般
的
に
使
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
言
葉
に
統
一
す
る
こ
と
と
し
た
。
尚
、
筆
者
は
単
に
政
庁
の
み
な
ら
ず
、
正
倉
群
や
、
近
距
離
に

存
し
た
は
ず
で
あ
る
郡
司
居
住
集
落
等
を
含
め
た
広
い
意
味
を
こ
の
言
葉
に
付
与
し
た
い
。
丸
茂
武
重
「
国
府
・
郡
家
m
M

建
物
に
つ
い
て

l
l律
令

制
に
お
け
る
|
|
」
『
国
学
院
雑
誌
』
六
二
の
九
(
昭
三
六
)
参
照

②
官
向
井
悌
三
郎
『
常
陸
国
新
治
郡
上
代
遺
跡
の
研
究
出
(
昭
一
九
)

同
「
郡
家
と
国
府
」
藤
岡
謙
二
郎
編
『
国
府
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
抄
報
』
(
昭
三
三
)
所
収

藤
岡
謙
二
郎
・
西
村
陸
男
「
歴
史
地
理
的
に
み
た
鈴
鹿
市
広
瀬
台
地
の
初
期
歴
史
時
代
遺
跡
群

l
l軍
団
祉
の
問
題
と
付
近
の
開
発
を
め
ぐ
っ
て

-
|
」
『
史
迩
と
美
術
』
二
七
九
(
昭
三
一
一
一
)

藤
岡
謙
ご
郎
「
律
令
的
古
代
地
域
の
多
様
性

l
l帝
都
地
域
、
郡
街
や
軍
団
等
の
所
在
地
域
の
構
造
と
前
時
代
の
文
化
遺
産
の
問
題

i
l」
『
都

市
と
交
通
路
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
(
昭
三
五
可
所
収

同
「
古
代
の
政
治
地
域
と
国
府
、
郡
家
と
関
所

l
l美
濃
国
の
場
合

l
l」
『
日
本
歴
史
地
理
序
説
』
(
昭
三
七
)
所
収

田
辺
哲
夫
「
玉
名
郡
倉
祉
と
推
定
さ
れ
る
肥
後
立
願
寺
の
遺
構
」
『
熊
本
史
学
』
一

O
(
昭
三
一
)

豊
崎
卓
「
茨
城
郡
家
の
探
究
」
『
茨
城
大
学
文
理
学
部
紀
要
』
一
一
(
昭
三
五
)

同
「
筑
波
郡
家
の
採
究
|
|
探
波
の
巨
石
遺
物
に
も
触
れ
て

l
l」
『
茨
城
大
学
文
理
学
部
紀
要
』
一
二
(
昭
三
六
)

同
「
信
太
郡
家
の
探
究
」
『
茨
城
大
学
文
理
学
部
紀
要
』
一
一
二
(
昭
三
七
)

①
『
地
方
史
研
究
必
携
』
が
あ
げ
て
い
る
数
値
に
よ
る
と
、
延
暦
年
中
五
五
五
、
延
喜
式
五
九
O
、
和
名
抄
五
九
二
、
拾
芥
抄
六
O
五
郡
が
存
在
し

た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
同
時
に
郡
家
の
数
で
も
あ
る
。

@
続
日
本
紀
巻
四
和
銅
二
年
一

O
月
八
日

@
続
日
本
紀
巻
一
一
天
平
五
年
一
二
月
二
六
日

①
続
日
本
紀
巻
七
霊
亀
元
年
一

O
月
二
九
日

⑦
続
日
本
紀
巻
一

O

天
平
二
年
一
月
二
六
日

③
続
日
本
紀
巻
二
八
神
護
景
雲
元
年
一

O
月
二
九
日
(
こ
の
月
日
は
「
日
本
紀
略
」
に
よ
る
)
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①
こ
の
コ
オ
リ
地
名
以
外
に
、
ミ
ヤ
ケ
地
名
ゃ
、
金
沢
庄
三
郎
氏
の
説
を
一
応
是
で
あ
る
と
仮
定
し
た
上
で
の
ニ
イ
ノ
ミ
地
名
(
『
地
名
の
研
究
』

昭
二
四
一
九
四
頁
)
も
、
将
来
郡
家
関
連
地
名
と
し
て
一
度
は
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿
で
は
そ
れ
ら
に
言
及
す
る
余
裕
を

持
た
な
い
。

@
例
え
ば
岡
山
県
都
窪
郡
山
手
村
西
郡
に
つ
い
て
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
は
、
「
錦
織
に
同
じ
け
れ
ば
、
近
隣
の
村
落
服
部
(
賀
陽
郡
)
と
相
関
係

す
る
所
あ
る
ご
と
し
」
と
説
明
し
て
い
る
。
九
五
六
頁

@
『
地
名
の
研
究
』
(
『
定
本
柳
田
国
男
集
』
二

O

所
収
)
一
一
九

1
一
三
一
一
具

⑫
『
寝
屋
川
市
史
』
(
昭
三
六
)
二
六
三
頁

@
平
安
遺
文
六
七
二
号

@
平
安
遺
文
七
六
三
号

@
『
地
名
の
研
究
』
一
九
四
頁

@
前
掲
註
②
『
常
陸
国
新
治
郡
上
代
遺
跡
の
研
究
』

@
日
本
後
紀
巻
二
六
日
本
紀
略
一
四
に
よ
る

⑬
続
日
本
紀
巻
三
七
延
暦
二
年
六
月
一
日

⑬
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
四
一
七
六
頁
桑
折
条

@
愛
知
県
教
育
会
編
『
尾
張
御
行
記
』
中
巻
(
昭
一

O
)
五
四
五
頁

@
『
福
井
県
大
野
郡
誌
』
下
(
明
四
五
)
一
三
五
四
頁

@
吉
田
敬
市
「
巨
椋
池
湖
岸
変
遷
考
」
『
日
本
史
研
究
』
七
(
昭
三
三
)

@
槙
島
婦
人
会
長
岡
田
小
夜
子
氏
に
よ
る
。
以
下
横
島
で
の
聞
き
と
り
は
主
に
同
氏
に
よ
る
。

@
槙
島
は
い
わ
ゆ
る
堤
防
集
落
の
一
で
あ
る
が
、
堤
防
そ
の
も
の
の
上
に
立
地
し
て
は
い
な
い
で
、
堤
防
の
背
後
の
平
地
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
条
件
は
旧
流
路
に
接
し
て
い
て
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。

⑧
河
道
の
付
替
に
よ
っ
て
本
来
高
燥
で
あ
る
べ
き
地
が
低
湿
化
す
る
例
は
他
に
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
現
大
阪
府
枚
岡
市
の
西
を
北
流
す
る
思
智
川

は
条
里
界
線
に
沿
っ
て
、
近
世
人
工
的
に
河
道
が
つ
け
か
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
左
岸
に
比
し
て
本
来
高
か
っ
た
右
岸
地
域
の
一
部

が
悪
水
の
停
滞
と
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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@
黒
河
春
村
「
山
城
国
山
科
郷
古
図
」
『
歴
史
地
理
』
三
の
八
(
明
三
四
)

@
藤
田
明
「
山
城
園
山
科
郷
古
図
略
考
L

『
歴
史
地
理
』
五
の
一
ニ
、
四
、
五
(
明
三
六
)

⑧
谷
岡
武
雄
『
平
野
の
地
理
』
(
昭
三
八
)
一
一
一
八
頁

⑧
塚
地
名
を
古
墳
に
関
連
す
る
地
名
で
あ
る
と
考
え
る
の
は
目
下
の
と
こ
ろ
私
見
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
代
と
い
わ
ず
康
史
時
代
を
通
じ
て
古
墳
の

破
壊
従
っ
て
そ
の
消
失
が
極
め
て
、
数
多
い
状
態
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
少
く
と
も
相
当
の
面
積
を
有
す
る
塚
小
字
名
は
、
古
墳
に
由
来
す
る
場
合
が
多

い
と
考
え
て
も
必
ず
し
も
無
稽
で
は
な
い
と
思
う
。
参
考
ま
で
に
コ
オ
リ
大
字
地
籍
内
に
み
ら
れ
る
塚
地
名
を
若
手
あ
げ
る
と
大
阪
府
茨
木
市
郡
及

び
郡
山
に
お
け
る
馬
塚
、
茶
臼
塚
、
柿
ノ
本
塚
、
高
槻
市
郡
家
に
お
け
る
掛
塚
、
ワ
ク
ヅ
ヵ
、
愛
知
県
‘
江
南
市
古
折
に
お
け
る
富
士
塚
、
芝
塚
、
京

塚
等
、
例
は
数
多
い
。
こ
の
う
ち
に
は
明
ら
か
に
古
墳
で
あ
る
こ
と
を
認
め
得
る
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
満
足
せ
ず
、
我
h

は
塚
地
名
と
古
墳
と

の
関
連
を
、
今
後
組
織
的
に
追
究
す
る
必
要
を
感
ず
る
。

⑧
内
務
省
編
『
特
撰
神
名
牒
』
(
大
一
四
)
に
よ
る
。

@
続
日
本
紀
に
は
(
巻
二
六
、
天
平
神
護
元
年
六
月
九
日
)
「
山
北
同
国
宇
治
郡
少
領
外
従
五
位
下
笠
臣
「
気
多
麻
呂
賜
姓
朝
臣
」
な
ど
の
記
事
が
み
ら

れ
る
が
、
屋
屋
公
な
る
も
の
を
含
め
た
郡
内
豪
族
の
文
献
的
研
究
は
な
お
深
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

@
藤
岡
謙
二
郎
『
先
史
地
域
及
び
都
市
域
の
研
究
』
(
昭
三
O
)
二
ニ
八

1
九
頁
。
他
に
、
藤
岡
・
谷
岡
武
雄
「
山
城
盆
地
南
部
景
観
の
変
遷
」

『
日
本
史
研
究
』
七
(
昭
二
三
)
参
照

⑧
前
掲
註
@
藤
岡
著
書
一
四
O
頁

@
郡
家
と
港
湾
機
能
の
関
係
は
、
事
例
に
則
し
た
具
体
的
研
究
は
み
ら
れ
な
い
が
、
国
府
の
研
究
に
お
い
て
港
湾
機
能
の
問
題
を
重
視
し
て
い
る
論

考
は
既
に
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
藤
岡
謙
二
郎
「
都
市
に
於
け
る
河
川
の
役
割
1
1・
そ
の
歴
史
地
理
学
的
考
察
」
『
都
市
問
題
』
五
三
の
八
(
昭
三
七
V

@
福
山
敏
男
「
山
城
国
窟
野
郡
の
条
塁
に
つ
い
て
」
『
歴
史
地
理
』
七
一
の
四
(
昭
二
ニ
)

米
倉
二
郎
「
山
城
の
条
皇
と
平
安
京
」
『
史
林
』
三
九
の
一
ニ
(
昭
三
一
)

類
緊
三
代
格
巻
一
六
貞
観
一
三
年
間
八
月
二
八
日
太
政
官
符

定
ユ
葬
送
・
放
牧
地
-
事

山
城
星
野
郡
一
処
雄
一
議
簡
略
皇

@ 
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東
仰
い
ユ
一
山
京
極
大
ド

-
F南
限
エ
大
河
-

四
至
北
限
ニ
上
件
両
皇
北
下
一

@
前
掲
註
@
福
山
論
文
の
比
定
に
従
う
。

@
角
田
文
衛
「
山
背
国
分
寺
」
『
国
分
寺
の
研
究
』
上
(
昭
二
二
)
所
収

⑧
こ
れ
に
関
連
し
て
筆
者
の
臆
説
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
山
城
間
府
が
延
暦
一
六
年
に
乙
訓
郡
へ
移
っ
た
の
は
(
日
本
紀
略
延
暦
一
六
年
八
月
二

五
日
)
、
嘉
野
郡
の
地
が
狭
小
な
る
故
を
以
て
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
勿
論
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
延
暦
一
一
一
一
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
平
安
京
の
造
営
に
よ

る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
際
国
府
が
都
城
域
内
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
為
に
、
い
わ
ば
は
じ
き
出
さ
れ
る
結
果
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
は

全
く
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
で
若
し
も
か
か
る
考
え
が
何
等
か
の
形
で
証
さ
れ
る
な
ら
ば
、
郡
家
の
場
合
も
そ
の
様
な
原
因
で
郡
町
の

位
置
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
郡
町
の
東
境
界
線
が
西
京
極
大
路
に
接
し
て
い
る
事
実
は
、
そ
の
様

な
経
過
に
多
少
の
関
連
を
有
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

@
前
述
字
治
郡
家
と
大
津
里
の
関
係
を
比
較
参
考
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

@
服
部
昌
之
「
郡
の
成
立
過
程
」
『
人
文
地
理
』
一

O
の
ニ
(
昭
三
三
)

⑫
拙
稿
「
大
和
盆
地
に
分
布
す
る
小
字
『
ク
ラ
ノ
マ
チ
(
ツ
ボ
)
』
の
考
察
|
|
我
が
平
安
時
代
に
お
け
る
郡
郷
等
の
正
倉
院
追
究
の
一
試
論
i
」

『
史
林
』
四
五
の
一
(
昭
三
七
)

@
『
大
和
志
料
』
下
ニ

O
三一貝

@
「
郡
村
、
蓋
位
中
央
、
笠
郡
治
所
在
耶
、
慶
長
中
、
鍋
島
勝
茂
、
領
鳥
井
氏
遺
邑
、
営
干
此
、
至
元
禄
十
一
年
一
去
、
治
回
五
千
石
、
亦
拠
郷
司
社

也」

@
神
崎
町
社
会
教
育
委
員
長
椿
半
次
氏
ほ
か
石
橋
直
、
高
柳
周
司
、
後
藤
玄
吾
の
諸
氏
に
種
々
御
教
示
願
っ
た
。

@
こ
れ
に
関
連
し
て
筆
者
は
、
千
葉
県
香
取
郡
多
古
町
北
中
に
郡
司
姓
、
同
じ
く
香
取
郡
東
庄
町
今
郡
に
郡
姓
が
多
い
こ
と
を
聞
き
知
っ
た
。
前
者

は
旧
匝
瑳
郡
家
に
関
連
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
後
者
は
従
来
海
上
郡
家
陛
の
地
で
あ
る
(
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
)
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
今
後
我
h

は
郡
司
・
郡
姓
の
分
布
を
全
国
的
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。

F
@
'
虫
色
色

K
F
R
E
g
-
c
q
で
よ
く
使
わ
れ
る
の
同
D
U

宮
田
岳
山
口
側
あ
る
い
は
皆
ロ
一
呂
田
岳
山
口
問
が
明
瞭
に
観
察
さ
れ
る
。

ω
E虫
oEWM-H

h
r
R
S
E
E
E回
目
吉
田
|
|
ω
Z
丘
町
田
宮
虫
色
色
〉

R
E
g
z
q
2
8
3
参
照
。

@
上
野
国
交
替
実
録
恨
(
長
元
三
年
)
(
平
安
遺
文
四
六
O
九
号
)
に
は
、
郡
司
四
等
官
の
宿
舎
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
一
館

2
四
館
の
建
物
に



律令時代における郡家の歴史地理学的研究

つ
い
て
の
細
か
な
記
載
が
あ
る
。
注
意
す
べ
き
こ
と
は
そ
れ
ら
の
館
は
殆
ん
ど
必
、
ず
厩
か
又
は
厨
を
備
え
て
お
り
、
し
か
も
両
者
共
に
備
え
た
館
は

見
当
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
竹
内
理
三
氏
は
郡
司
の
通
勤
制
度
と
い
う
卓
見
を
示
さ
れ
た
(
「
郡
街
の
構
造
」
『
史
淵
』
五

O

昭
二
六
)
。
今
、
厩

及
び
厨
に
つ
い
て
記
載
し
て
い
る
コ
一
二
の
館
に
つ
い
て
み
る
と
、
ニ
ニ
は
厩
を
有
し
、
厨
を
有
す
る
も
の
は
一

O
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
政
庁
と
し

て
の
郡
家
に
あ
る
程
度
距
離
を
有
す
る
出
身
集
落
か
ら
日
々
通
勤
す
る
郡
司
は
比
率
に
し
て
か
な
り
多
か
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑧
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
三

O
七
七
頁
。
尚
三
友
国
五
郎
氏
は
大
里
郡
の
条
里
遺
構
を
調
査
さ
れ
、
こ
の
久
下
が
、
武
蔵
国
大
里
郡
坪
付
(
平
安
遺

文
四
六
一

O
号
)
に
み
え
る
五
条
ニ
郡
家
星
に
比
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
言
及
さ
れ
た
。
(
「
関
東
地
方
の
条
塁
」
『
埼
玉
大
学
紀
要
』
八
昭

三
回
)

@
加
須
市
役
所
で
の
聞
き
と
り
に
よ
る
。

@
仏
教
辞
典
を
二
三
当
た
っ
て
み
た
が
、
こ
の
用
語
は
項
目
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

@
「
正
蔵
」
と
は
直
接
結
び
つ
か
な
い
が
、
や
は
り
郡
家
陛
の
一
と
考
え
ら
れ
て
い
る
静
岡
市
曲
金
に
宝
蔵
寺
な
る
寺
院
が
存
在
す
る
(
静
岡
市
史

編
纂
室
安
本
博
氏
の
御
一
示
教
に
よ
る
)
。
今
後
の
考
察
の
為
に
記
し
て
お
き
た
い
。

@
『
大
日
本
地
名
辞
書
』
一
ニ
一
一
一
ニ
頁

@
米
倉
二
郎
「
古
代
に
お
け
る
日
本
の
都
市
」
『
東
亜
の
集
落
』
(
昭
三
五
)
所
収
な
ど

⑧
藤
岡
謙
二
郎
「
地
方
都
市
と
し
て
の
国
府
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
」
『
都
市
と
交
通
路
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
(
昭
三
五
)
所
収
な
ど

⑧
水
野
時
二
『
尾
張
の
歴
史
地
理
』
上
(
昭
三
回
)
六
六
頁

@
前
掲
註
①
藤
岡
論
文

@
平
安
遺
文
一
二
八
号
。
こ
の
旦
の
現
地
比
定
に
つ
い
て
は
、
米
倉
二
郎
『
東
亜
の
集
落
』
一
八
九
頁
参
照
。

@
こ
れ
は
平
安
遺
文
に
前
後
一
九
通
収
録
さ
れ
て
い
る
大
和
国
栄
山
寺
牒
に
屡
々
み
え
る
が
、
殆
ん
ど
の
場
合
一
・
ニ
里
の
み
で
あ
り
、
た
だ
-

例
、
寛
弘
六
年
一
二
月
二

O
日
の
牒
に
の
み

佐
味
条
六
塁

郡
条
ニ
旦
廿
〕
坪
ニ
段
『
乍
巴
』

同
条
七
里

同
条
五
旦
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と
い
う
罰
裁
が
み
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
と
の
「
同
条
市
里
」
」
岡
本
ト
主
里
」
の
下
に
記
さ
れ
る
坪
付
は
他
の
牒
を
参
照
し
て
み
る
と
、
佐
味
条
五
・

七
里
の
そ
れ
と
一
致
す
る
黒
が
多
い
。
従
っ
て
上
の
「
同
条
七
里
」
「
同
条
五
里
」
は
「
佐
味
条
六
里
」
を
受
け
る
も
の
だ
と
考
え
る
べ
き
で
あ

F

り
、
「
郡
条
七
塁
」
「
郡
条
五
里
」
の
こ
と
と
は
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
つ
ま
り
「
郡
条
二
里
廿
一
坪
二
段
」
の
記
載
は
、
原
史
料
に
お
け
る
務

入
か
又
は
平
安
遺
文
の
あ
や
ま
り
で
あ
ろ
う
。
即
ち
少
く
と
も
文
書
の
上
に
は
、
こ
の
郡
条
は
二
里
ま
で
し
か
あ
ら
わ
れ
て
こ
な
い
。
更
に
筆
者

は
、
実
際
に
も
一
・
二
塁
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
想
像
し
て
い
る
。

@
「
郡
家
南
門
。
有
一
大
視
。
:
:
:
」
(
常
陸
風
土
記
行
方
郡
の
条
)

「
遣
唐
使
洞
天
神
地
紙
於
当
国
愛
宕
抑
制
家
門
前
」
(
続
日
本
後
紀
巻
六
承
和
四
年
二
月
一
日
)

@
そ
の
社
名
か
ら
郡
家
に
ゆ
か
り
の
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
神
社
に
は
、
例
え
ば
郡
家
神
社
(
式
内
社
、
加
賀
国
加
賀
郡
)
、
大
領
神
社
(
式
内

社
、
美
濃
因
不
破
郡
、
他
に
式
内
社
で
は
な
い
が
近
江
国
愛
知
郡
愛
知
川
町
長
野
に
存
在
す
る
)
等
が
あ
る
。
そ
し
て
美
濃
国
不
破
郡
の
大
領
神
社

、
は
ま
さ
し
く
推
定
郡
家
集
落
宮
代
に
位
置
し
て
い
る
。
前
掲
註
①
藤
岡
「
古
代
の
政
治
地
域
と
国
府
、
郡
家
と
関
所

1lt美
濃
国
の
場
合

l
l」
参

照
@
康
治
二
年
〈
一
一
四
一
二
)
の
「
尾
張
国
安
食
荘
立
券
文
」
(
平
安
遺
文
ご
五
一
七
号
)
に
よ
っ
て
郡
司
職
田
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
「
郡
司
領
」
を
条
里
坪
付
に
従
っ
て
図
化
し
て
み
る
と
、
極
め
て
散
在
的
で
あ
る
。
(
条
里
復
原
、
坪
の
配
列
は
、
前
掲
註
⑧
水
野
著
書

上
二
中
に
よ
る
)

@
前
掲
註
①
丸
茂
論
文
参
照




